
島
村
鼎
甫
は
天
保
元
年
備
前
沼
村
に
て
津
下
古
庵
の
次
男
と
し
て

生
れ
る
。
兄
に
津
下
精
斉
あ
り
、
適
塾
に
は
弟
に
遅
れ
て
安
政
五
年

入
門
品
四
五
二
）
弟
、
鼎
甫
は
幼
名
亮
二
、
四
歳
に
し
て
伯
叔
母

方
に
養
子
と
な
り
島
村
氏
を
冒
す
。
姫
路
の
仁
寿
山
校
、
お
よ
び
大

阪
後
藤
松
陰
に
学
ぶ
。

嘉
永
五
年
二
三
才
で
適
塾
入
門
品
二
四
六
）
同
期
に
大
鳥
圭

介
、
坪
井
信
友
な
ど
一
二
四
名
。
成
績
優
良
に
し
て
一
年
で
全
科
を
卒

業
。
語
学
抜
群
。
京
都
の
赤
澤
寛
輔
に
迎
え
ら
れ
て
塾
頭
と
な
る
。

嘉
永
六
年
自
ら
『
診
即
稿
本
』
を
訳
し
金
若
干
を
得
、
二
四
才

で
東
行
し
て
伊
東
玄
朴
に
つ
く
。

安
政
元
年
阿
波
侯
の
聰
に
応
じ
侍
医
と
な
る
、
二
五
人
扶
持
。

安
政
四
年
オ
ラ
ン
ダ
陸
軍
士
官
学
校
刊
行
の
撤
兵
教
練
書
『
撒

島
村
鼎
甫
ｌ
そ
の
業
績
と
記
録
Ｉ

津
下
健
哉

兵
演
式
』
を
訳
し
発
刊
す
る
。

安
政
五
年
末
か
六
年
初
め
頃
福
沢
諭
吉
江
戸
に
出
て
鼎
甫
を
訪

ね
る
。
（
福
翁
自
伝
）
「
江
戸
二
学
二
非
ズ
教
ウ
ル
ナ
リ
。
鼎
甫
翻
訳

中
ｌ
原
書
ヲ
持
チ
出
シ
、
コ
ノ
文
ノ
ー
節
ガ
判
ラ
ヌ
ト
言
う
。
凡
ソ

半
時
間
等
ハ
ヵ
リ
考
ヘ
テ
ー
判
ツ
テ
ミ
ル
ト
造
作
ノ
ナ
イ
モ
ノ
ト
主
客

共
二
喜
ブ
・
」

安
政
五
年
五
月
お
玉
ヶ
池
種
痘
所
ｌ
拠
金
八
三
名
。
大
槻
、
伊

東
、
戸
塚
ら
の
中
に
鼎
甫
の
名
あ
り
。

文
久
二
年
緒
方
洪
庵
が
江
戸
医
学
所
頭
取
と
な
る
。
鼎
甫
、
石

井
信
義
同
所
教
授
と
な
る
。

文
久
三
年
六
月
一
○
日
緒
方
洪
庵
の
死
ｌ
高
林
寺
に
葬
る
。
在

京
門
弟
多
数
あ
つ
ま
る
。
八
重
の
日
記
の
六
月
一
六
日
の
項
に
「
島

村
つ
や
参
る
」
の
記
載
あ
り
。
洪
庵
の
死
後
医
学
所
の
陣
容
Ｉ
松
本

良
順
（
内
科
）
坪
井
芳
州
（
薬
剤
）
鼎
甫
（
生
理
）
石
井
信
義
（
病

理
）
桐
原
玄
海
（
解
剖
）
、
句
読
師
ｌ
足
立
寛
、
田
代
一
徳
ら
、
（
石

黒
忠
の
り
ｌ
懐
旧
九
十
年
）
の
ご
と
く
に
な
る
。

慶
応
二
年
『
生
理
発
蒙
』
全
一
四
刊
を
発
刊
す
。
富
士
川
勝
博

士
に
よ
れ
ば
『
慶
応
二
年
島
村
鼎
甫
が
生
理
発
蒙
一
四
巻
を
著
し
、

リ
雷
ハ
ッ
ク
の
害
を
訳
し
、
之
を
世
に
行
う
に
及
び
、
生
理
の
学
は
始
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め
て
普
ね
く
世
医
の
知
る
所
と
な
る
に
至
れ
り
』
と
。

慶
応
二
年
『
創
痩
新
説
』
全
五
巻
を
出
版
。
刀
傷
、
刺
傷
、
裂

傷
、
挫
傷
、
砲
傷
、
咬
傷
な
ど
。
但
し
後
三
巻
は
未
見
。
こ
れ
等
は

戊
辰
の
役
に
も
使
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
（
関
寛
斉
）
。

明
治
元
年
旧
幕
府
の
医
学
教
職
を
挙
げ
て
助
教
と
し
、
生
徒
を

教
育
せ
し
む
。
教
授
任
命
一
二
月
一
○
日
。

明
治
二
年
石
神
良
策
が
医
学
所
取
締
り
と
な
り
、
戊
辰
の
役
で

活
躍
し
た
英
人
ウ
イ
リ
ス
に
講
義
を
せ
し
め
た
。
司
馬
凌
海
訳
の

『
日
講
紀
聞
』
を
発
刊
、
鼎
甫
（
小
博
士
）
題
言
に
言
う
。
「
：
…
・
学

校
ノ
規
律
未
タ
全
ク
立
ズ
、
漸
ク
今
夏
秋
ノ
際
二
至
リ
テ
．
：
…
教
師

又
始
テ
暇
ヲ
得
ル
ー
階
テ
、
此
一
一
毎
朝
講
筵
ヲ
開
キ
其
ノ
説
ヲ
筆
記

シ
…
…
日
講
記
聞
ト
ス
」
。
ウ
イ
リ
ス
の
手
紙
に
鼎
甫
の
名
あ
り
。

こ
の
年
、
相
良
、
岩
佐
が
医
学
取
調
御
用
係
と
な
り
日
本
医
学
の

進
路
を
英
語
か
独
乙
語
か
に
決
定
す
る
こ
と
と
な
る
。
坪
井
、
島

村
、
石
井
ら
は
英
語
を
希
望
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
東
京
大
学
百

年
史
）
が
、
し
か
し
ド
イ
ツ
語
に
決
定
す
る
事
と
な
る
。

明
治
三
年
抱
独
英
口
授
の
『
日
講
記
聞
』
発
刊
ｌ
島
村
小
博
士

題
言
に
言
う
。
「
偉
利
士
ノ
我
東
校
ヲ
去
ル
。
普
魯
社
医
官
未
タ
来

ラ
ス
。
生
徒
大
二
失
望
ス
。
時
二
大
阪
医
校
ノ
抱
独
英
氏
今
秋
代
満

ノ
期
二
当
り
已
二
横
浜
一
一
来
ル
ー
会
う
。
老
翁
涙
ヲ
岳
テ
固
辞
ス
。

然
し
ド
モ
…
…
」
。

明
治
四
年
鼎
甫
東
校
中
教
授
と
な
る
。
明
治
五
年
桑
田
衡
平

訳
の
『
華
氏
内
科
摘
要
』
二
二
冊
が
発
刊
さ
れ
る
が
数
冊
に
つ
き
鼎

甫
の
校
閲
が
な
さ
れ
て
い
る
。

明
治
七
年
石
井
信
義
の
日
記
に
は
鼎
甫
と
の
交
友
が
詳
し
い
。

当
時
の
月
給
一
五
○
円
、
こ
の
年
の
二
月
一
二
日
編
言
課
長
〔
文
部

省
〕
と
な
る
も
九
月
一
四
日
相
良
、
坪
井
、
島
村
、
石
井
ら
共
に
出

仕
御
免
、
位
記
返
上
と
な
る
。
松
香
私
志
で
長
与
専
斉
は
「
省
内
の

刷
新
を
謀
り
大
小
丞
以
下
能
免
の
人
も
少
か
ら
ず
、
相
良
、
島
村
、

石
井
、
坪
井
な
ど
の
人
々
も
亦
其
中
に
あ
り
、
交
友
の
情
誼
い
た
く

心
に
掛
か
り
け
る
折
り
か
ら
、
意
外
に
も
相
良
校
長
の
後
任
は
余
に

く
だ
り
て
・
・
・
・
・
・
や
る
せ
な
く
」
の
語
あ
り
。

明
治
八
年
坪
井
、
石
井
訳
の
「
丹
氏
医
療
大
成
」
発
刊
、
三
巻

以
降
鼎
甫
翻
訳
に
加
わ
る
。
こ
の
年
六
月
一
○
日
洪
庵
一
三
回

忌
、
出
席
者
三
八
名
。
中
に
鼎
甫
の
名
あ
り
。
明
治
九
年
六
月
一
○

日
洪
庵
一
四
回
忌
の
時
の
写
真
に
は
四
七
歳
の
鼎
甫
が
写
っ
て
い

う
（
》
Ｏ

明
治
一
二
’
三
年
卒
中
に
罹
り
福
沢
諭
吉
が
代
筆
の
手
紙
を
害
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明
治
一
四
年
二
月
五
二
歳
で
死
亡
。
上
野
谷
中
霊
園
に
葬
る
。
子

な
く
中
村
家
よ
り
俊
一
を
養
子
と
す
。
島
村
俊
一
は
京
都
府
立
医
大

五
代
校
長
、
精
神
科
教
授
で
京
都
府
立
医
大
の
再
建
、
大
学
昇
格
に

尽
く
す
。
大
正
一
二
年
六
三
歳
で
死
亡
、
鼎
甫
の
横
に
眠
る
。

以
上
は
鼎
甫
の
断
片
的
記
録
の
寄
せ
集
め
で
あ
る
。
同
時
代
に
活

躍
し
た
他
の
人
々
に
比
し
知
ら
れ
る
所
が
少
な
い
が
短
命
で
あ
っ
た

こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
検
証
の
少
な
い
こ
と
に
も
よ
る
と
思
わ

れ
る
。

（
広
島
県
立
身
体
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）

こ
の
跡
の
訳
は
断
然
御
見
合
被
下
度
。
一

代
筆
如
此
御
座
候
」
（
福
沢
諭
吉
伝
）
紀

矢
野
二
郎
に
売
却
。
愛
た
ご
下
に
転
居
。

く
。
「
昨
年
以
来
主
人
も
大
病
に
て
実
は
健
忘
同
様
の
始
末
、
訳
書

出
来
候
と
も
出
板
の
見
込
も
無
之
、
当
惑
の
次
第
な
り
。
兎
に
角
に

こ
の
跡
の
訳
は
断
然
御
見
合
被
下
度
。
主
人
病
気
に
付
、
福
沢
諭
吉

代
筆
如
此
御
座
候
」
（
福
沢
諭
吉
伝
）
起
居
不
自
由
と
な
り
屋
敷
を

遠
州
、
丸
尾
復
明
館
、
丸
尾
興
堂
の
家
系
は
、
興
堂
の
三
代
前
の

丸
尾
兵
三
郎
を
祖
と
す
る
。
丸
尾
家
は
現
在
の
静
岡
県
城
東
郡
池
新

田
村
で
代
々
農
業
を
営
ん
で
い
た
と
い
う
が
、
医
家
と
し
て
の
丸
尾

家
は
、
兵
三
郎
の
長
男
（
名
前
不
詳
）
が
農
業
を
嫌
い
、
弟
に
家
督

を
譲
っ
て
医
を
も
っ
て
業
と
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。

兵
三
郎
の
長
男
（
初
代
）
に
は
家
督
を
継
ぐ
べ
き
長
子
が
居
ら

ず
、
新
宮
良
益
（
静
岡
浅
間
神
社
の
神
官
の
三
男
）
に
姪
を
要
ら
せ

て
養
子
と
し
て
丸
尾
家
を
継
が
せ
た
。
二
代
、
良
益
（
後
に
瞭
益
と

改
め
る
）
は
眼
科
医
と
し
て
大
い
に
名
を
あ
げ
、
藩
主
か
ら
「
復
明

館
」
の
三
字
を
賜
り
、
復
明
館
眼
科
を
名
乗
っ
て
隆
盛
を
極
め
、
後

窟
は
各
地
に
散
ら
ば
り
活
躍
し
た
。
以
後
、
そ
の
家
系
の
中
に
多
く

の
眼
科
医
、
並
び
に
諸
科
の
医
師
を
輩
出
し
た
。

眼
科
医
丸
尾
與
堂
の
家
系

丸
尾
馨
、
奥
沢
康
正
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